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要  旨 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 ことしは広島・長崎に原爆が投下されてから70年の節目の年になります。人類がつくり出した最も残忍

な兵器、核兵器による地獄を体験させられた私たちは、今日まで、全てをさらけ出して被爆の実相を語り、

誰にも同じ思いを味わわせてはならないとの決意のもと、核兵器の廃絶と原爆被害に対する国の償いを求

める運動を続けてきました。この願いはいまだ実現していません。 

広島・長崎の被爆者は、原爆による熱線、爆風、放射線で殺され傷つけられました。辛うじて生き延び

た人々も、街中に飛び散る放射線を浴び、いまだにその病魔と闘い続けています。そして今日まで、命、

体、心、暮らしに被害を受け続けています。 

この地球上から核兵器をなくすことは被爆者の悲願であり、世界の恒久平和は人類共通の願いです。 

世界の潮流は、核兵器廃絶に向かっています。今こそ日本は、核兵器を落とされた唯一の国として、核

兵器の廃絶に向けて主導的役割を果たすべきです。 

よって、以下の事項を請願します。 

 

１．非核三原則の法制化について、政府に意見書を提出すること。  
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